
体操競技  

第１８回 全国ブロック選抜Ｕ－１２体操競技選手権大会第１５回東北予選

会実施要項  

  

  

1 主   催  東北体操協会 東北ジュニア体操連盟  

  

2 主   管  秋田県体操協会 秋田県ジュニア体操連盟  秋田市体操協会   

  

3 後   援   秋田県教育委員会 秋田市教育委員会 （公財）秋田県スポーツ協会  

  

4 期   日  令和５年８月２６日（土）  

  

5 会   場  秋田県立体育館  

        〒010-0974 秋田県秋田市八橋運動公園 1-12 ℡ 018-862-3782  

6 適用規則男子：２０２２年版全国ブロック選抜Ｕ－１２適用規則、男子体操競技情報

最新号女子：採点規則２０２２年版 変更規則Ⅱ、女子体操競技情報最新号  

  

7 競技方法  男女とも、自由演技による個人総合選手権と種目別選手権とする。  

男子：６種目（ゆか・あん馬・つり輪・跳馬・平行棒・鉄棒）女子：４種目（跳馬・

段違い平行棒・平均台・ゆか）  

  

8 参加資格 各県の予選通過選手又は推薦された選手で次の①～⑦の条件を満たす者  

① (公財)日本体操協会に令和５年度の選手登録を完了している者  

② 令和５年度東北ジュニア体操連盟に加入している団体・クラブの選手  

③ ２０２３年４月２日現在１２歳（小学６年）以下の者  

④ 健康診断の結果、健康と認められ、参加について保護者の同意を得た者  

⑤ 保護者または引率者の付き添いがあること  

⑥ スポーツ安全保険等傷害保険に加入していること（主催者側では加入しない）  

⑦ 全国ブロック選抜Ｕ－１２体操競技選手権大会に出場を希望する者  

  

9 参加制限  

① 男女とも小学校１～６年生で各県選手１０名とする。  

② 各県の出場者の数が上記人数に満たない場合は、日本体操協会への登録選手数の

多い県から充当し、その配分については、東北ジュニア体操連盟で検討する。  

  

10 参加申込各県で参加者・引率者（参加保護者等）の取りまとめをす

る。  

・ジュニア組織のある県については、ジュニア組織の事務局等で取りまとめる。  

・ジュニア組織のない県については、各県体操協会で調整し、各県体操協会事務局ま

たはジュニア担当等が取りまとめをする。  
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・取りまとめ方法については、各県に一任する。大会事務局への申し込みについて

は、以下の通りとする。  

① 参加料は、一人４，０００円とする。  

  ※プログラム購入希望者は１冊１，０００円を加えて納入すること。  

② 申し込み締切日を令和５年８月１１日（金）とする。（必着）  

③ 予選会などで締切日を過ぎる場合は、事前に大会事務局に連絡すること。  

④ 各クラブから個人参加申込書兼保護者承諾書（様式１）を提出させ、それをも

とに総括表（様式２）を作成し、大会事務局にメールすること。  

⑤ 各クラブから集まった個人参加申込書兼保護者承諾書（様式１）は各県で保管

すること。  

（大会事務局への提出は不要）  

⑥ 各クラブから参加料を集金し、各県一括で大会事務局に振り込みをすること。  

  

参加クラブ  

  

※個人参加申込書兼保護者同意書（様式１）郵送 ※参加

料の振込（クラブ参加人数分） ※プログラム代金の振込

（購入冊数分）  

  

各県事務局、または各県ジュニア事務局  

※個人参加申込書兼保護者同意書（様式１）保管  

  ※男・女総括表（様式２）作成し  大会事務局にメール  

※参加料の振込（各県参加人数分）  

 ※プログラム代金の振込（購入冊数分）              監

督・選手引率者ＩＤ 

 

 

（郵送）大会事務局  

 青森県内申し込み先  

  

青森県内参加料およびプログラム購入費 振込先 

みちのく銀行野辺地中央支店 普通口座 

０１８８９１３ 口座名義 青森県体操協会 会長 西村幸治郎 

 

※参加料およびプログラム購入費は、まとめて大会側に支払います 

〒038-3661 

青森県北津軽郡板柳町福野田常盤 61-10 

青森県体操協会 事務局 葛 西 伸 昭 宛 

TEL090-7335-1898 メール athletegym2009@yahoo.co.jp 
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11 表 彰  

① 個人総合は、優勝者にメダルと賞状、第２位から第６位までに賞状を授与する。  

② 種目別は、優勝者から第３位までに賞状を授与する。  

③ 全国ブロック選抜Ｕ－１２体操競技選手権大会に次の通り推薦する。  

男子：本大会第１位から第１０位までの選手、予備登録は各ブロック２名以内

女子：本大会第 1位から第１１位までの選手、予備登録は各ブロック２名以内  

（日本体操協会の割当人数により変更あり）  

  

12 撮影について  

引率者ＩＤ申請者については、撮影を許可する。なお、所属関係者や出場選手の親族

の方が記録として撮影することを条件とし、参加選手の肖像権を部外者から守るために

観客席からの撮影とする（撮影禁止区域を厳守する）。フラッシュ撮影やＳＮＳ等への

掲載は禁止とする。  

  

13 宿 泊 申 込  

宿泊斡旋は行わない。（各クラブで手配）  

※大会役員・競技役員については、別途調整を行う。  

  

14 引 率 者  

参加選手は、必ず引率者（保護者・所属責任者等）と同行すること。  

引率者は、大会参加期間中の選手の行動すべてについて責任を負うものとする。  

  

15  監督会議について  

  監督会議は行わない。競技進行等については、各県ジュニア連盟等に事前に送付する。

具体的な問い合わせについては、各県ジュニア連盟等でとりまとめ、大会事務局に確認

し回答することとする。  

  

16 そ の 他  

① 組み合わせは、開催県において厳正に抽選する。  

② 各県派遣審判員は、令和５年度東北体操協会ローテーション表のとおりとする。  

③ 派遣審判員の諸経費は、各県の負担とする。  

④ 派遣審判員は、特別な事情がない限り１種保持者とする。  

⑤ 参加申し込み後の出場辞退の場合、参加料の返金はしない。  

⑥ 音響機器に関しては、参加者で準備すること。  

⑦ 炭酸マグネシウムは各クラブで持参すること。  

⑧ 主催者側で昼食の斡旋は行わない。  

⑨ プログラムの当日販売は行わない。  

⑩ マスク着用は個人の判断に任せるので、状況に応じて適切な判断をすること。  

  

17  新型コロナウイルス感染症対策について  
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   現在の感染症法上に基づいた対策に努めるとともに、令和５年４月提供の「新型コロ

ナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ変更後の療養期間の考え方等について(令和

５年５月８日以 降の取り扱いに関する事前の情報提供)」を踏まえ、東北体操協会、秋

田県体操協会の感染予防ガイドラインを基本とし感染予防に努める。  


